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LIXIL（リクシル）とは 

         リビング                                ライフ 

「ＬＩＶＩＮＧ」   ×   「ＬＩＦＥ」     

住 生活 
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LIXILグループの経営理念(1) 

グループ一体経営開始を契機に、グループに属する従業員の価値観を共有化するための経
営理念を導入しました。企業活動を行う上で十分理解する必要がある根本的な価値観とな
ります。 

LIXIL TETRA   
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LIXILグループの経営理念(2) 

企業理念 

LIXIL CORE 

私たちの 

約  束 

LIXIL WAY 

共有価値 

LIXIL VALUE 

『私たちは、優れた製品とサービスを通じて、世界中の 
人々の豊かで快適な住生活の未来に貢献します』 

  《LIXILのありたい姿》 

     地球と調和する「暮らしの理性」を創造する。  
     Link to the Earth 

  《LIXILの使命》 

     お客さまの、良い暮らしにつながる「絆」を作る。   
     Link to Good Living 

  《LIXILの提供価値》 

     確かな品質  Link to Quality           高い技術  Link to Technology 
     美しい環境  Link to Environment   豊かな感動  Link to Emotion 

経営目標 

LIXIL VISION 
住生活産業におけるグローバルリーダーとなる 

V-1. 目標達成への熱意 

V-2. 変化し挑戦する 

V-3. 迅速な行動 

V-4. あくなき向上心 

V-5. オープンな組織 

V-6. 誠実で公正な行動 

V-7. 品質至上 

V-8. 無駄の徹底排除 

V-9. チームワークと人材育成 

グループ構成員が共有 
する中核の価値観で 
あり、行動指針や評価 
のベースとなる 

株主や従業員に対して 
明示する、本グループが 
めざすべき到達点 

顧客や株主に対する 
LIXILの約束であり、 
顧客や世の中に対して
本グループが示しつづ
ける根本姿勢 
（＝WAY） 

本グループの存在理由 
であり、変わらない 
企業哲学（=中心核） 
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金属製
建材事業
45.1%

水回り
設備事業
25.8%

流通・
小売り
事業

12.2%

住宅・
不動産他

事業
4.1%

その他
建材･

設備事業
12.9%

LIXILグループ売上構成 （2013年3月期） 

サッシ・玄関ドア 
エクステリア 
ビルサッシ 
シャッター 

衛生機器 
バスルーム 
キッチン 
洗面化粧台 

木質内装建材 
住宅外壁 
タイル 
太陽光発電システム 
木材プレカット 
カーテン 

ホームセンター 
（スーパービバホーム、
ビバホーム） 

建材専門店 
（建デポ、建デポプ
ロ） 

売上高 1兆4,364億円 

住宅FC 
地盤調査 
瑕疵保険 

うち海外 
売上高 

2,051億円 
14.3％ 
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売上高・営業利益の推移
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中期経営計画 
Ｇ－１５ 
 



7 

中期経営ビジョン（2011年5月発表) 
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1兆2,000億円 

住生活産業におけるグローバルリーダーとなる 

連結売上高 ３兆円 
（国内２兆円 / 海外１兆円） 

 
営業利益率 ８％ 

 
ＲＯＥ ８％以上 

（連結売上高：億円） 

中期経営ビジョン 

国内 
既存事業 

国内 
成長事業 

海外事業 

３兆円 

営業 
利益率 
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実施年月 会社名・本社所在地 狙い 売上規模* 

2009年7月 

 

アメリカンスタンダード 
アジア・パシフィック 
 (略称 ASAP) （中国な
ど） 

 衛生陶器の海外事業の 
  拡大 

240億円 

2011年1月 

上海美特カーテン 

 ウォール社 

(中国) 

 中国本土におけるアルミ 
  事業の許認可確保 

 アルミ建材事業で中国 
  本土に工場確保 

120億円 

2011年12月 
ペルマスティリーザ 

(イタリア） 

 カーテンウォール事業の 
  グローバル展開 

1,180  
億円 

2011年12月 

（業務提携） 

 

中国 家電大手ハイアール
と生産合弁会社設立＝
LIXILハイアール  
ハウジングプロダクツ 

 中国市場における電機と 
  建材を融合した商品の 
  販売強化 

60億円 

2013年8月 

アメリカンスタンダード 
ブランズ(略称 ASB) 

（アメリカ） 

 北米での事業 
  プラットフォームの獲得 
（北米で衛生陶器 No.1、 
  水回り製品で No.2） 

820億円 

2013年～2014年 グローエ(ドイツ) グローバル水栓金具No.1 1800億円 

LIXIL Ｇ-15戦略 グローバル事業の拡大 
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人事面での改革: 日本型人事からグローバル人事へ 

ＬＩＸＩＬグループは過去2ヵ年で様々な改革を行ってきました。これからの3ヵ年でさらに改革を浸透させて
いきます。 

この2ヵ年で達成してきたこと 

１．人事制度の統合： 旧5個社の人事制度を統合 
２．外部人材のリクルーティング 
      ・ 外部登用執行役員(11年度vs.12年度)：執行役5人→6人、執行役員8人→11人 
３．ダイバーシティ促進： 女性、外国人等の活用 
      ・ 女性管理職：22人→47人、ＬＩＸＩＬ Women’s Network 設立 
      ・ グローバル・オペレーションにおけるローカルスタッフの活用： ローカル人材による日本人派遣者代替 
４．リーダーシップ育成プログラム導入 
      ・ 3世代リーダーシッププログラム：ＥＬＴ， ＳＬＴ，ＪＬＴ 
      ・ グローバルレベルの研修：スイスのビジネススクールＩＭＤの活用、世界中から参加 
      ・ ＭＢＡ派遣制度： 年10人 
５．ストレッチ、実力主義の導入：抜擢人事、組織の若返り、業績連動型報酬体系 
６．組織改革： 総合力と専門性を活かす組織(営業組織改編、ＳＢＵ設置)、営業組織2レイヤー削減 
７．エンゲージメント向上： 「LIXILよく知る」ミーティング、LIXIL Sunrise Survey、Look’n Talk、LIXIL Value浸透セッション 
８．考え方のシフト 
      ・ 人事部主導の伝統的な人事からラインのオーナーシップへ： POD (People & Organization Discussion)導入 
      ・ 日本中心の人事組織管理から世界共通のグローバル人事へ 
      ・ 管理する人事から活力を活かす人事へ 

今後3年間の人事面、制度面の変革のポテンシャル 

 実力主義人事の徹底 
 次世代リーダーの早期育成： 若手ハイポテンシャル人材の発掘、育成、活用 
 人事制度のグローバル統一： グレード体系、報酬制度、人材育成 
 グローカル体制の確立： 真のグローバル・ダイバーシティ 
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①製品・サービスにおいて 
  社会からの期待に応える価値 
  を創出する。 

   （イノベーション） 

②事業プロセスが社会・環境に 
  及ぼす影響を改善する。  

（企業のサステナビリティ 
               ／インテグリティ） 

 ③世界や地域における社会課
題 
   の解決に貢献する。 

（社会のサステナビリティ  
              ／インテグリティ） 

ＬＩＸＩＬにおけるＣＳＲ推進のねらいと構造 
 自らの強みを活かして社会からの期待に応え、自らが社会･環境に及ぼす影響を改善し、 
社会が抱える課題の解決に貢献することによって、社会からの確固たる信頼を得る。 

ゼロバランス、効率利用 等 

CSR調達、環境保全、 
顧客満足、地域配慮 等 

人材育成、ダイバーシティ、 
ワークライフバランス、人権尊重 等 

コンプライアンス、 
リスクマネジメント 等 

寄付、社員ボランティア 等 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
信
頼
の
獲
得 

着
実
な
収
益
に
よ
る
持
続
的
な
成
長 

バリュー 
チェーン 

人事・労
働 

ガバナン
ス 

国際貢献 

地域貢献 

エネル
ギー 

・水資源 

安全・安
心 

衛生改善、高齢化社会対応 等 
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国連グローバル・コンパクトに加盟 

「人権、労働、環境、腐敗防止」の4分野・10原則を尊重
し、社会の持続可能な成長を実現するため自発的な取
り組みを進めます。  

LIXILグループが 
「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」に署名・
登録 

（2013年7月） 

「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」とは 
1999年の世界経済フォーラム（ダボス会議）でコフィー・アナン国連事務総長
（当時）が提唱し、潘基文現国連事務総長も支持を表明しているイニシアティ
ブ。  
2000年7月、ニューヨークの国連本部で正式に発足。 
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  ①ストックビジネス 

  ②サービス事業 

  ③オープンイノベーション 

  ④コラボレーション 

  ⑤ビッグデータの活用 

【まとめ】LIXILグループの3つのChallenge(1) 

Ｉ. 事業のチャレンジ 

(1)ニュービジネスコンセプト ＝ 質へのチャレンジ 

(2)グローバル企業 ＝ 量へのチャレンジ 

  ①Ｍ＆Ａ戦略 

  ②グローバル経営インフラの拡充 
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LIXILグループの3つのChallenge(2) 

◆新企業理念とLIXIL VALUE 

Ⅱ. カルチャーのチャレンジ 

  ① ダイバーシティ 

  ② イコールオポチュニティー 

  ③ メリトクラシー 
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LIXILグループの3つのChallenge(3) 

Ⅲ. ガバナンス構造のチャレンジ 

 

  ①委員会設置会社 

  ② 社外取締役 

  ③執行役会の構成 

  ④ 取締役会議長 

  ⑤ ＣＳＲ活動 
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LIXILグループの3つのChallenge(4) 

Ⅳ. 最後に数字  

 ・３兆円，８％，１０％以上 

    ２７０円 

 ・ビジョンと中計 
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【付録①】コーポレート・ガバナンス 

コーポレート・ガバナンスの体制図(2013年7月1日現在) 
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【付録②】執行役紹介 

印は外部登用 

丹澤 信一 

二瓶 亮 

有代 匡 井植 敏雅 

筒井 高志 

藤森 義明 川本 隆一 

金森 良純 

八木 洋介 

豆成 勝博 

白井 春雄 

松村 はるみ 

松本 佐千夫 


